
有識者が語る「夏の節電」とは・・・（第５回） 

 

愛知県地球温暖化防止活動推進センターは、内閣総理大臣の要請を受けて中部電

力浜岡原子力発電所の運転が停止されたことに伴い、中部電力管内の各地域センタ

ーと共同して「今夏の節電のお願い」を呼びかけています。 

そこで、有識者の皆さまから、それぞれのお立場で「夏の節電」への思いを自由

に語っていただくシリーズを始めました。 

５回目は、童話作家・詩人の藤真知子様にご登場していただき、子どもたちの環

境意識啓発の在り方、森の童話コンクールへの意気込みなどについて、語っていた

だきました。 

 

おおもりこもりてんこ森祭 

                               童話作家・詩人 

                                藤 真知子 

  

 環境問題をテーマにした童話を私が書き始めたのは、愛知万博の前年。環境問題の

専門家や出版編集者達と話しあううちに、環境問題こそが子どもたちの未来に関わる

重要な問題と考えるようになったからです。節電をするにしても、電力が足りないか

らというだけでなく、資源の高騰で命をおとす低開発国の子供達がいるという意識が

あると違ってきます。 

そこで、森の童話を書いたり、子どもたちの環境意識の啓発教育を目的として、２

００８年４月に「おおもりこもりてんこ森祭実行委員会」を立ち上げました。県内の

図書館や書店などで、朗読劇、絵本の読み聞かせ、クイズ教室などを開催して、楽し

みながら環境を学ぶというイベントを続けています。さらに、もっと多くの子どもた

ちに参加してもらいたいという願いから、愛知県地球温暖化防止活動推進センターさ

んに協働していただき、昨年より「森の童話読書感想はがきコンクール」も始めまし

た。第一回では森の童話「モットしゃちょうとモリバーバのもり」を読み、読書の感

想文または絵をはがき１枚に書いて応募してもらいました。温暖化防止のために、な

ぜ森が必要なのか、森林伐採により手に入れた便利な暮らしは本当の幸せなのか、そ

のことを問いかけた物語です。おかげさまで日本全国から 1,215 通の応募をいただき

ました。たくさんの子ども達に環境意識をもってほしいと 252 人も表彰したので、そ

の中には、病気や引きこもりの子どもさんもいらっしゃって、喜んで泣いていらした

親御さんもいらっしゃいました。受賞者の数だけ喜びがありますし、今後も環境問題

への関心を持ち続けて欲しいですね。第２回コンクールも現在作品募集中、応募期間

は９月１５日（＊）までです。よかったら、ぜひ応募してみてください。 

 先日、台湾を訪問する機会がありました。子どもたちが読書により環境教育に熱心

に取組む姿に驚きました。日本の読書教育の現状は想像力を育むことが中心になって

いる気がします。私も多くのエンターテイメントの童話を書いていますが、これから

は楽しく読むという読書の他に、環境啓蒙という環境教育を両立したいと思います。

活字によって知識を得ること、世界で苦しんでいる人や未来のために自分は何が出来

るかということを考える場を作ることで、節電に取り組んでほしいですね。 

＊問合せ先 おおもりこもりてんこ森祭実行委員会（詳細は次頁以降をご覧ください） 



 

 



 


